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 本日はお暑い中お集まりいただき、ありがとうござ

います。第 3 回 SPARC Japan セミナーを開催しま

す。私が本日、司会と進行を仰せつかりました、科学

技術政策研究所の林と申します。どうぞよろしくお願

いいたします。 

 私は現在、文部科学省の科学技術政策研究所に所属

していますが、今日司会をさせていただいているのは、

むしろ前職の日本化学会のジャーナルマネジャーの経

験と知識によっているとお考えください。すなわち、

今日のテーマに関して私は文科省を背負ってここに来

ているわけではありません。今現在の仕事は、電子ジ

ャーナルとその支援とは直接は関係ないということを、

念のため申し上げさせていただきます。 

 

 

背景と現状 
 今回の科研費の大改訂に関しては、科学技術・学術

審議会（審議会）の下にある学術分科会研究環境基盤

部会、学術情報基盤作業部会にて、数え方にもよりま

すが、1 年程度議論されてきました。もうすぐまとめ

が出ます。その内容を簡単におさらいします。 

 当たり前のことですが、学術情報基盤の整備はいつ

でも不可欠です。IT インフラ、電子ジャーナルを前

提とした学術情報流通づくりが大事であり、昨今にお

いては特にオープンアクセス対応の重要性があります。 

 しかし現状では、日本の研究レベルが高いにもかか

わらず、情報発信レベルは低いと言わざるを得ません。

また、電子ジャーナルの育成が遅れています。本当に

日本の研究が一流であれば、世界をリードする国際発

信拠点ができてもいいはずですが、それができていま
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た。その活動は、結果として日本化学会英文誌を一般化学誌として世界最速クラスで発行する体

制に整備し、化学系学会出版としては世界でもいち早いオープンアクセスに対応し、電子書籍対

応も行うなど、数々の実績に反映されることとなった。そのノウハウはSPARC Japan、J-STAGE、
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委員も務めて学術論文誌のあるべき姿を提言し、現在も日本学術会議の連携会員として日本発の

論文誌をより魅力的にするための考察を繰り返している。2012年6月より文部科学省科学技術政策

研究所科学技術動向研究センターに所属し、政策のための科学研究（Science for Science Pol-

icy）に取り組みつつ、電子ジャーナルの将来とインターネット時代の科学コミュニケーションの

あり方についても研究を行っている。 
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せん。さらに、オープンアクセスの実証的対応が遅れ

ています。とにかく無料で出しているジャーナルは多

いのですが、欧米のように戦略的あるいは哲学的にオ

ープンアクセスを進めて、世の中の学術の知を高める

という形で活動しているところはそれほどないのが現

状です。 

 

これまでの日本の学術情報流通支援体制 
 今の日本の学術情報支援体制をまとめてみました

（図 1）。国立情報学研究所（NII）、科学技術振興機

構（JST）、日本学術振興会（JSPS）、国立国会図書

館（NDL）という、主に四つの公的セクターがあり、

NII なら SPARC Japan、JST なら J-STAGE、学振

なら科研費成果公開促進費、NDL ならデジタルアー

カイブなどにそれぞれ取り組んでいます。学振は外れ

ている格好になるのですが、NII と JST と NDL と物

質・材料研究機構（NIMS）で、ジャパンリンクセン

ターという形で日本中の学術情報に識別子を振ろうと

いう動きもあります。このような全体の流れの上に、

大学にある図書館と主に学協会を中心とした発行母体

の論文誌があって、その両方に研究者、科学者がかか

わっているという構図があります。 

 

本日の目的と演者の紹介 
 科学研究費、科研費成果公開促進費の新体制の最新

状況、特に運用体制に関しては、今（2012 年 7 月 25

日）が一番新しい情報が得られる機会だと思います。

本日の目的は、まずその最新の内容を知ることです。

その後、論文誌の改善の事例を紹介し、皆さまと議論

させていただくことで、応募対象者（発行者）は応募

の対策に役立てます。今日は、ほとんどの応募対象者

となる参加者がそれを目的に来ていることでしょう。

また、出版社、ベンダー、印刷会社など、いろいろな

立場の応募対象支援者（パートナー）は応募対象者と

ともに考え、あるいはアイデア出しなどをしていただ

くことになると思います。そのほかの関係者は、この

変革自体が日本の学術情報流通史における一つのター

ニングポイントであることは間違いないので、その変

革を肌身で感じ取っていただくことになると思います。 

 講演については、まず、学振の研究事業部長でいら

っしゃる小山内優さんには、学術定期刊行物助成制度

の改革の方向性についてお話しいただきます。新しい

制度設計の内容と運用体制、主に応募や審査について

ご紹介いただくことになると思います。 

 続いて化学工学会の編集担当の山下和子さんから、

「学会ジャーナルのプロモーション活動：報告とこれ

から」というタイトルで、化学系の合同プロモーショ

ンの経験を通じて、学協会連携の意義と必要性を事例

からご紹介いただき、議論の素材としていただく予定

です。 

 その後、菊池誠先生から「科学基礎論学会における

欧文誌刊行の現状と問題点」というタイトルでお話し

いただきます。電子ジャーナルの話になると、ついつ

い STM と呼ばれている理工医学系の議論になりがち

なのですが、今回の支援体制は人社系を含む幅広い日

本の学術を強化するということになっているので、人

文社会学系における欧文誌刊行の現状と改革への取り

組みについてご紹介いただく形になります。 

 

国際情報発信力強化 
 今日の流れと演者を見て、どうしても皆さまが疑問

に思うことがあるでしょう。国際情報発信力を強化す

る場合に中心を成すことが多い、理工医学系の電子ジ
（図 1） 
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ャーナルをどうするかという事例、話題提供がないの

です。その点については、私から簡単に、現状につい

て皆さまに同意を得られるかどうか伺いながらご紹介

させていただきます。 

 私は前職で 20～30 学会の先生や学会とコミュニケ

ーションを取り、多少大げさですが、プロファイリン

グさせていただきました。そこで見えてくる日本の学

会ジャーナル像としては、大体、学会の看板英文ジャ

ーナルで、日本ではその分野を代表するけれども、世

界での知名度は中程度以上ぐらいで、少なくともトッ

プジャーナルではないというものでした。編集委員や

審査員には日本人が多く、日本の先生、すなわち会員

からの投稿に偏りがあります。つまり、一生懸命応援

してくれる先生と、完全に外、すなわち外国に向いて

いる先生がいるのです。さらに、電子投稿で海外から

の投稿は増えたけれども、実入り、つまり掲載される

ものは少ないという状況があります。 

 そして、論文誌事業で稼ぐこと自体が難しいところ

が多いのではないでしょうか。最も典型的な例で言え

ば、冊子は売っているのだけれども、電子ジャーナル

は無料で公開している、公開せざるを得ない状態です。

あるいは、提携の出版社と取り組んでいる場合もいろ

いろな形態があることが分かっており、コンテンツを

渡せば何もしなくてもお金が入ってくるような強い学

会の方がまれで、場合によってはこちら（学会側）か

らお金を出して電子ジャーナルを作ってもらい、公開

しているようなジャーナルも多くあります。 

 

考えられる活動 
 さて、こういったジャーナルが支援も得ながら国際

発信力を強化するには、編集、制作、公開、広報、ビ

ジネスの強化が考えられるのではないかと思います。

編集であれば、まず編集委員や審査員の国際化と強化

が考えられます。また、ただ英文校閲をやるわけでは

なくて Language Editing をするなど、英文コンテン

ツの質の向上もあるでしょう。あるいは、有力な研究

者とのネットワークづくりも活動候補になると思いま

す。 

 制作に関しては、出版社提携の場合は提携先に応じ

て変わると思いますが、自前でやる場合は、国際標準

的な電子ジャーナルサービスを実現できる出版体制を

整えることが重要です。昨今は、ほとんどの場合は

XML でいいかと思いますが、いかに速く安くメタデ

ータを作るかということが国際発信力強化に役立つの

ではないかと思います。 

 公開に関しては、とにかく自分の分野と研究者ない

しは会員にとって一番適切なプラットフォームは何か

を考え、選択していきます。そこをただ選ぶだけでは

なく、選んだ後にどう強化・提携していくか。さまざ

まに取り組むことによってビジビリティを上げていく

ということが重要ではないかと思います。 

 さらには、ただ論文がサーバーに置いてあるだけで

はいけません。広報活動を行い、図書館や研究者に対

して、ジャーナルの存在にまず気付いてもらう必要が

あります。気付いている人に対しては、ネットワーク

をつくってジャーナルに対する信頼関係をつくるとい

うことでブランドづくりをしていくという活動が考え

られると思います。 

 そして最終的に、それら全体を回すビジネスの仕組

みが必要です。今まで学協会は、事業を回して改善し

ていくための投資という考え方を含む資金繰りをなか

なかできなかったのではないでしょうか。提携出版社

がある場合はうまく交渉して、一番卑近な例で言うと

ロイヤリティをなるべくたくさん頂けるようにすると

いう形になると思います。 

 以上のようなことが今度の科研費でできるのかどう

かという議論になるでしょう。 

 

得られるアウトプット 
 以上述べたような活動で期待されるアウトプットは、

まず高いビジビリティです。定量的には、EJ（電子

ジャーナル）アクセス数の向上が考えられるかと思い

ます。 

 また、高いインパクトが得られます。研究者仲間に
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知られるとより良い評価を得られ、それが定量的には

インパクトファクター、SCImago、h-index などの雑

誌の指標をアップさせます。今後は、Altmetrics の

ような形で、ソーシャルメディアのインパクトを見る

ことも考えられるかと思います。 

 それで事業性が改善されるということは大事ですが、

学術出版の最終目的は、お金もうけではないとすれば

「科学者に対する信頼の獲得」になると思います。す

なわち、皆さま（出版側）が出そうとしているメディ

アは、研究者がその情報を得ることで自分の研究に役

立つ場になっているのか。あるいは、そこに安心して

会員や科学者の研究成果を出せ、一定の見返りまで期

待できるメディアなのか。より具体的には、その雑誌

に出せば研究費がもらえたり、昇進するというステイ

タスのある場なのか、それがどうやってできるか。そ

のようなことを考えながら、この支援体制について議

論するべきだと思っています。 

 

オープンアクセス 
 オープンアクセスについては、実質的には、Gold 

OA 化、すなわち雑誌自体がフルに無料で見られるオ

ープンアクセス化が今回の支援対象であるということ

が分かっています。現在、Gold OA のビジネスモデ

ルを収入面で見た場合は、著者あるいはそれに代わる

パトロンから出版費用（Article Processing Charge）

を頂く著者支払いというパターン、もしくは日本に多

い、会費を充当してとにかく出版するパターン、広告

収入を得るパターンぐらいしかないのではないでしょ

うか。ほかにあれば、ぜひ議論させていただきたいと

思います。 

 そして、オープンアクセス化の支援期間内の活動を

どうするかということと、支援終了後の事業性の担保

についても、当然考えないといけません。これは皆さ

んもよく考えて、どうしたらいいのだろうと常日頃か

ら思っているでしょうから、今日ここですぐ答えが出

るとは到底思えませんが、何かヒントとなるような議

論ができるのであれば、ぜひここでしていただきたい

と思います。 

 それから最大の問題として、既に購読費モデルで事

業が回っている学会が Gold OA に変えるのは、欧米

の例を見てもないわけではありませんが、いったん購

読費収入を捨てることになるため非常に大変なので、

どうしたら実現するのかという論点もあります。 

 少し視点を変えると、今年 2 月のセミナー「オー

プンアクセス・メガジャーナルの隆盛」の議論で、

「Nature」のようなハイブランド以外のジャーナル

はみんなオープンアクセスになって、メガジャーナル

の中に吸収されてしまうという極端な議論もあったか

と思いますが、オープンアクセスを考えるのならそう

いうメガジャーナル化の道はないのか。あるいは、既

にある OA メガジャーナル・プラットフォームへの参

入はあるのかどうかという論点もあるかと思います。 

 いずれにせよ、今回の支援をもらうためにオープン

アクセス化するというのは本末転倒です。なぜオープ

ンアクセスにすればそのジャーナルや学会の国際発信

力強化になるのかということを念頭に置きながら、オ

ープンアクセスの支援をどう今回の科研費の枠組みの

中で活用していくかといった議論になればと思ってい

ます。 


